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新町お囃子会

会長

街かど

生まれ育った横芝光町
の祇園祭は、子どもの頃
の一番の楽しみで、篠笛を
吹く父の姿は憧れでした。

今住んでいる田間の自
治会でお祭りを取り仕切っ
たとき、お囃子がないのを
寂しく思ったところ、周りにも同じ意見があり、２年後に「新町
お囃子会」を立ち上げました。とはいえ、私自身もお囃子は
未経験。笛師である蘭情（現蘭照）氏の人柄に助けていただ
きながら、指導者を目指して一から篠笛を習得しました。また、
立ち上げの時期お世話になった、隣町の「新宿おはやし保存会」
の方 と々は今も一緒に活動し、お祭りを盛り上げています。

お囃子を披露するには楽器も必要です。太鼓は黒潮太鼓の
方から貸していただき、篠笛は篠竹で作ることにしました。そ
こで、子ども会で「100円で篠笛を作ってみませんか」と声を
掛けたところ、何人も集まり、笛の楽しさに魅了されてお囃子
を始める子も出てきました。子どもたちが喜んでくれる姿は何
より嬉しいですね。今は、地区だけではなく、市内全体で子
どもたちが篠笛と触れる機会を増やし、さらに「やってみたい」
と思う子たちを地域のお囃子会へつなげていく取り組みを進
めています。

その一環として、篠笛作りのワークショップ（下記）も行って
います。写真の笛も自作です。自分で作った笛が音を奏でる
喜びは格別なので、ぜひ体験していただきたいです。

6年ぶりに行われた田間神社神幸祭でも演奏しました。お
囃子の音色は、お祭りを盛り上げ、子どもの頃の原風景をよ
みがえらせてくれます。お祭りを見に来た方から「また演奏し
たい」「始めてみたい」という連絡もいただきました。これから先、
西洋音楽とは異なる魅力を持つこの伝統芸能を、次の世代に
残すための仕組みを作っていきたいです。

中川 泰宏さん
  （田間在住）

なかがわ　やすひろ
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　　鴇嶺小へ東金高校3年生の2人が訪れ、6年生90鴇嶺小へ東金高校3年生の2人が訪れ、6年生90
人と英語学習を通じて交流。小学生は、鎌倉・箱根人と英語学習を通じて交流。小学生は、鎌倉・箱根
への修学旅行の感想を、高校生はニュージーランドへの修学旅行の感想を、高校生はニュージーランド
での研修のリポートをそれぞれ英語で披露しました。での研修のリポートをそれぞれ英語で披露しました。
　高校生は、小学生がパワーポイントなどのソフト　高校生は、小学生がパワーポイントなどのソフト
を使い、自分たちの言葉で話すことに感嘆。小学を使い、自分たちの言葉で話すことに感嘆。小学
生から高校生への質問は、海外に行きたいと思っ生から高校生への質問は、海外に行きたいと思っ
た理由や、日本との違いなどさまざま。お互いの刺た理由や、日本との違いなどさまざま。お互いの刺
激になり、小学生にとっては英語と「海外での経験」激になり、小学生にとっては英語と「海外での経験」
がぐっと身近になる機会でした。がぐっと身近になる機会でした。

　東金市文化祭が東金文化会館で行われました。力作ぞ　東金市文化祭が東金文化会館で行われました。力作ぞ
ろいの展示や、数々の華やかな演目に釘付け。参加者もろいの展示や、数々の華やかな演目に釘付け。参加者も
観客の皆さんも、楽しみながら文化に親しんでいました。観客の皆さんも、楽しみながら文化に親しんでいました。

お互いの発表についての感想や質問を通じて交流

小学生と高校生が小学生と高校生が
英語学習で交流英語学習で交流23
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紹介しきれない写真やイベントも紹介
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肩こり  痛み  しびれ  冷え  頻尿  不妊
ホテリ   汗   便秘   ぢ   鼻   不眠  不安
うつ  過食  肥満  喘息  ニキビ  シミ
乾癬  かゆみ  耳鳴り  めまい  更年期
チック症   味覚・嗅覚障害   コロナ後遺症
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広　告　欄

篠笛ワークショップ 文化庁 令和5年度伝統文化親子教室事業第2回

▲申込フォーム

MAIL問

見て 聞いて 感じる見て 聞いて 感じる

文化の祭典文化の祭典♪♪

お祭りの風景を彩る古典調と呼ばれる篠笛を作ります。お囃子の演奏も体験！
とき▶１2月１0日㈰ ①午前10時～午後0時30分 ②午後2時～4時30分
ところ▶ショッピングセンターサンピア 1階ステージコート
費用▶1,000円　定員▶各15名程度（申込多数の場合抽選）
対象▶小学生〜高校生　締切▶12月6日㈬
　 東金市篠笛ワークショップ実行委員会（中川）　   n.yasuhiro@gmail.com
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